
もっと「ツナガル」ためには
「市民協働」とは、市民の皆さんや
市民活動団体、事業者や市などが連
携し、それぞれの持つ特性を生かし
てまちづくりに取り組むことです。
今年度このコーナーでは、「良いま

ちにしたい」という同じ目標に向か
って「ツナガル」実例を紹介し、市民
協働の大切さをお伝えしていきます。
手引書「市民協働虎の巻」
本市では、市民協働の考え方を広

く市民の皆さんに知っていただくた

め、手引書を作成
し配布しています。
この「市民協働

虎の巻」は、市民
協働の必要性や定
義、本市での市民

協働の取組事例のほか、実践するに
当たっての心構えやこつなど、これ
から市民活動を始めようという人に
も分かりやすい内容となっています。
地区における自治会長研修や市役所
内でのステージ別研修など、さまざ
まな場面で活用されています。

「虎の巻」十箇条
この「虎の巻」では、効果的に協

働・連携を図っていくための「十箇
条」をまとめ、紹介しています。
例えば、「十箇条」その８「つなが

り方はさまざま、できることから始
める」では、取り組む動機が違って
いても、双方の得意分野を生かし、
苦手分野を補い合う関係づくりが大
切であることを伝えています。
「市民協働虎の巻」は、ポータルサ
イト「ツナガルよっか
いち」などでご覧いた
だけます。
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市民活動で取り組まれている事業にスポットを当て、さまざまな主体
が「ツナガル」（連携する）実例を紹介します。

→→

第７回

市民協働安全課
（緯354－8179 胃354－8316）

問い合わせ先

平成30年は、萬古焼の陶祖
沼波弄山翁生誕300年！
ぬ なみ ろう ざん

本市の代表的な地場産業である
「四日市萬古焼」。今年は、沼波弄山
翁の生誕300年に当たります。これ
を契機に、伝統と文化を伝え続けて
きた先人たちの偉業と努力に感謝す
るとともに、「ＢＡＮＫＯ300ｔｈ」を
掲げ、萬古焼業界では、
さまざまな事業を展開し
ています。
市では、２月２日（金）・３日（土）

に東京・日本橋の三重テラスで、「Ｂ

ＡＮＫＯ300ｔｈ」事業を周知すると
ともに萬古焼に実際に触れて体験し
てもらうことでその魅力を紹介する
イベント「四日市ＳＴＹＬＥ〜“ＢＡＮ
ＫＯ300ｔｈ”萬古焼の魅力〜」を開
催しました。
このイベントでは、土鍋を使った

料理の試食や急須を使ったかぶせ茶
の試飲のほか、「ＢＡＮＫＯ300ｔｈ」
プロジェク
トの総合プ
ロデューサ
ーである陶
芸家の内田
鋼一さんと

エッセイストの平松洋子さんによる
萬古焼の魅力についての対談もあり
ました。また、市内のイベントで萬
古焼の絵付けをしていただいた泉谷
しげるさんにサプライズで登場して
いただくなど、イ
ベントは大盛況で
した。
４月４日（水）〜９日（月）には、阪

急百貨店うめだ本店で「ＢＡＮＫＯ
300ｔｈ」が開催されます。

→ →

第14回

本市の主な施策や旬の話題を取り上げるコーナーです。今回は、「ＢＡＮＫＯ
300ｔｈ」事業に先駆けて開催された東京でのイベントについて紹介します。

「四日市ＳＴＹＬＥ」で対談する
内田鋼一さん（左）と
平松洋子さん（右）

東京事務所
（緯03－3263－3038 胃03－3263－2070）
※「BANKO300th」については、商工課
（緯354－8178 胃354－830７）へ

問い合わせ先


